
一
七
六

創
作
白
話
小
說
の
方
法‌

―
關
西
大
學
總
合
圖
書
館
藏
『
白
話
文
集
』
を
中
心
に
―

宮
本
陽
佳

は
じ
め
に

　
日
本
に
お
け
る
白
話
小
說
の
受
容
は
、
近
世
期
中
頃
、
唐
話
學
習
の
流
行
を
契

機
に
本
格
化
す
る
。
ま
ず
は
唐
話
を
學
ぶ
「
敎
材
」
と
し
て
一
部
の
漢
學
者
に
㊟

目
さ
れ
た
が
、
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
に
長
篇
白
話
小
說
『
水
滸
傳
』
の
和

刻
本
、
續
い
て
短
篇
集
「
三
言
二
拍
」
の
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
受
容
層
が
廣
が
る

と
、
物
語
へ
の
關
心
も
高
ま
っ
て
い
く
。
寬
延
二
（
一
七
四
九
）
年
に
は
「
三
言

二
拍
」
の
飜
案
小
說
を
含
む
讀
本
『
英
草
紙
』
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
以
後
白
話
小

說
に
影
响
を
受
け
た
作
品
が
次
々
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で

和
刻
本
刊
行
の
背
景
を
檢
討
し
、
白
話
小
說
が
「
敎
材
」
か
ら
物
語
を
讀
ん
で
樂

し
む
「
讀
み
物
」
と
認
識
さ
れ
て
い
く
過
程
を
追
究
し
て
き
た（

（
（

。

　
こ
の
過
程
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
京
都
の
書
肆
・
風
⺼
堂
の

主
人
で
あ
っ
た
澤
田
一
齋
（
元
祿
十
四
／
一
七
〇
一
―
天
明
二
／
一
七
八
二
）
で
あ
る
。

一
齋
、
名
は
重
淵
、
字
は
文
拱
、
號
は
一
齋
と
奚
疑
齋
を
用
い
、
風
⺼
堂
主
人
の

通
稱
で
あ
る
風
⺼
庄
（
莊
）
左
衞
門
を
名
乘
っ
た
。
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
に

唐
話
學
の
先
驅
者
で
あ
る
岡
白
駒
に
出
會
い
、
ま
た
古
義
堂
の
唐
話
學
者
達
と
も

交
わ
っ
て
、
唐
話
や
白
話
文
の
讀
解
を
學
ぶ
。
時
期
未
詳
な
が
ら
『
水
滸
傳
』
講

義
を
行
い（

（
（

、
更
に
「
三
言
二
拍
」
の
和
刻
本
『
小
說
精
言
』（
寬
保
三
／
一
七
四
三

年
刊
）、『
小
說
奇
言
』（
寶
曆
三
／
一
七
五
三
年
刊
）、『
小
說
粹
言
』（
寶
曆
八
／
一
七

五
八
年
刊
）
を
自
身
の
書
肆
か
ら
刊
行
し
た
。
先
の
二
作
は
白
駒
に
よ
る
施
訓
だ

が
、
最
後
の
『
小
說
粹
言
』
は
一
齋
自
ら
施
訓
も
手
掛
け
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
業
績
か
ら
、
一
齋
は
硏
究
・
刊
行
の
兩
面
か
ら
日
本
の
白
話
小

說
受
容
に
多
大
な
貢
獻
を
し
た
と
言
え
る
。
加
え
て
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
創

作
白
話
小
說
で
あ
る
。

　
古
義
堂
の
門
人
で
あ
り
、
白
話
小
說
通
で
あ
っ
た
松
室
松
峽
（
元
祿
五
／
一
六

九
二
―
延
享
四
／
一
七
四
七
）
の
日
記
に
は
、
延
享
元
（
寬
保
四
／
一
七
四
四
）
年
四

⺼
二
十
四
日
、
一
齋
の
來
訪
を
受
け
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

風
⺼
庄
左
衞
門
ハ
詩
文
ヲ
能
ス
、
小
說
文
ヲ
作
ル
事
華
人
ニ
似
タ
リ
、
故
ニ

等
覺
院
被
二

同
衟
一

淸
談
移
レ

刻ヲ

、
未
下
刻
來
、
申
下
刻
還
、
丹
州
千
束
村
百

姓
鈍
刀
ノ
話
ヲ
譯
シ
タ
ル
一
册
風
⺼
作
持
參
也
、
借
二

覽
之
一、

　「
作
ル
事
華
人
ニ
似
タ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
小
說
文
」
と
は
白
話
小
說
を

指
す
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
延
享
元
年
以
前
、
す
な
わ
ち
『
小
說
粹



創
作
白
話
小
說
の
方
法

一
七
七

言
』
刊
行
前
に
、
一
齋
は
自
ら
「
千
束
村
百
姓
鈍
刀
ノ
話
」
を
白
話
小
說
に
し
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
ま
た
現
存
す
る
創
作
白
話
小
說
『
日
本
左
衞
門
傳
』（
天
花
堂
呆
山
人
撰
）、『
演

義
俠
妓
傳
』（
烏
㊒
衟
人
撰
、
天
花
堂
呆
山
人
跋
）
の
著
者
も
一
齋
と
の
指
摘
が
あ
る（

（
（

（「
呆
山
人
」
に
つ
い
て
は
後
述
）。
い
ず
れ
も
日
本
で
實
際
に
起
き
た
事
件
を
題
材

に
採
っ
た
も
の
で
、『
日
本
左
衞
門
傳（

（
（

』
は
盜
賊
・
日
本
左
衞
門
こ
と
濱
島
庄
兵

衞
が
惡
事
を
行
っ
た
後
處
刑
さ
れ
る
ま
で
を
、『
演
義
俠
妓
傳（

（
（

』
も
大
阪
の
遊

女
・
か
し
く
が
兄
を
殺
し
そ
の
罪
で
處
刑
さ
れ
る
ま
で
を
描
く
。
具
體
的
な
成
立

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
左
衞
門
と
か
し
く
の
實
際
の
處
刑
（
延

享
四
／
一
七
四
七
年
、
寬
延
二
／
一
七
四
九
年
）
の
後
に
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、

「
千
束
村
百
姓
鈍
刀
ノ
話
」
の
成
立
よ
り
も
遲
れ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
一
齋
が
白
話
小
說
を
理
解
し
、
廣
め
て
い
く
中
で
、
創
作
と
い
う
行
爲
は
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
千
束
村
の
話
を
含
む
、

一
齋
が
特
に
早
い
時
期
に
創
作
し
た
と
見
ら
れ
る
白
話
小
說
の
特
徵
を
檢
討
し
、

な
ぜ
彼
が
創
作
を
行
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
試
み
る
。
ま
た
創
作
さ
れ
た
作
品
が
そ
の
後
の
白
話
小
說
受
容
に
及
ぼ

し
た
影
响
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、『
白
話
文
集
』（
假
題
）

　
松
峽
が
讀
ん
だ
白
話
小
說
「
千
束
村
百
姓
鈍
刀
ノ
話
」
は
、
現
在
關
西
大
學
總

合
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
寫
本
（
長
澤
規
矩
也
氏
舊
藏
、
請
求
記
號
：

L23/900/38

）
の
中
に
見
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
寫
本
は
中
村
幸
彥
氏

に
よ
っ
て
「
外
題
も
內
題
も
な
い
寫
本
一
册
」
と
紹
介
さ
れ
、
假
に
『
白
話
文

集
』
と
名
付
け
ら
れ
た（

（
（

。
以
下
本
稿
で
も
こ
の
寫
本
を
『
白
話
文
集
』
と
呼
ぶ
。

　『
白
話
文
集
』
に
は
千
束
村
の
話
を
含
め
、
七
篇
の
短
い
白
話
文
が
收
錄
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
や
成
立
年
次
、
こ
れ
を
寫
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
未

詳
で
あ
る
が
、
中
村
氏
は
「
一
齋
ら
岡
白
駒
に
近
い
同
好
の
士
の
白
話
作
文
集
」

と
推
測
す
る
。
次
の
表
に
中
村
氏
の
解
說
か
ら
七
篇
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

　
三
篇
目
の
「
記
淨
藏
事
」
に
は
「
都
下
　
呆
山
人
撰
」
と
撰
者
の
名
が
見
え
る

題

成
立
表
示
著
者
表
示

文
體
內
容

廿
娘
冤
死
記
事

癡
衟
人
譔

白
話

源
氏
名
を
廿
卷
と
稱
す
る
島
原

の
遊
女
が
冤
死
す
る
に
到
る
ま

で
を
小
說
風
に
し
た
も
の
。
當

時
の
噂
に
よ
る
も
の
か
。

茶
式

明
和
戊
子

季
夏

都
下
煙
水
衟
人

記
于
伏
水
邀
⺼

亭
中

文
言

日
本
茶
衟
の
次
第
を
漢
文
で
詳

ら
か
に
說
明
し
た
も
の
。
句
讀

訓
點
も
つ
い
て
、
用
語
に
は
左

訓
も
加
え
て
あ
る
。

記
淨
藏
事

都
下
呆
山
人
譔
白
話
㊒
名
な
淨
藏
貴
所
の
傳
說
。

記
千
束
邑
事

白
話
丹
州
千
束
村
の
莊
客
が
鈍
刀
で

大
蛇
を
切
り
殺
し
た
話
を
白
話

に
し
た
も
の
。
民
話
の
譯
か
。

祈
福
漢
吃
騙
話

白
話
洛
東
岡
崎
村
の
白
狐
を
祀
っ
た

祠
に
祈
願
し
た
男
が
騙
さ
れ
た

話
。
當
時
評
判
の
噂
話
ら
し
い
。

記
藤
原
秀
鄕
事

澤
田
重
淵
稿

白
話
『
俵
藤
太
物
語
』
の
白
話
文
。

周
衟
傳
奇

快
活
癡
衟
人
譔
白
話

寬
保
元
年
、
姬
路
の
城
主
が
吉

原
の
太
夫
を
身
請
け
し
た
こ
と

に
始
ま
る
不
始
末
を
、
中
國
五

代
某
朝
の
話
と
し
て
白
話
文
に

し
た
も
の
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
七
八

が
、
續
く
「
記
千
束
邑
事
」「
祈
福
漢
吃
騙
話
」「
記
藤
原
秀
鄕
事
」
に
は
撰
者
の

表
示
は
な
く
、「
記
藤
原
秀
鄕
事
」
の
末
尾
に
「
澤
田
重
淵
稿
」
と
一
齋
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
中
村
氏
は
「
都
下
　
呆
山
人
」
を
西
田
維
則
（
生
年
未
詳
―
明

和
二
／
一
七
六
五
）、
或
い
は
一
齋
と
推
測
さ
れ
た
。
維
則
は
白
話
小
說
に
通
じ
、

『
西
遊
記
』
の
飜
譯
者
に
擬
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
一
齋
の
友
人
で
あ
り
、
白
駒

と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
近
江
の
朽
木
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
口
木
子
」「
口
木
山
人
」
と
名
乘
っ
た
た
め（

（
（

、
中
村
氏
は
「
呆
山
人
」
と
の
關
連

の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
「
澤
田
重
淵
稿
」
の
記
載
が
「
記
淨
藏
事
」
か
ら

「
記
藤
原
秀
鄕
事
」
ま
で
の
四
篇
に
關
わ
る
可
能
性
に
も
言
及
さ
れ
、「
呆
山
人
」

は
一
齋
で
も
あ
り
う
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
現
時
點
で
は
ど
ち
ら
と
も
斷
じ
が
た
い
が
、
維
則
が
通
常
名
乘
る
「
近
江
」

「
淡
海
」「
江
湖
」
で
は
な
く
「
都
下
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
齋
が
友
人
の
號
を

眞
似
て
名
乘
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　「
呆
山
人
」
に
疑
問
が
殘
る
も
の
の
、
表
中
に
網
掛
け
を
し
た
四
篇
、
特
に

「
記
千
束
邑
事
」「
記
藤
原
秀
鄕
事
」
に
一
齋
が
携
わ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え

ら
れ
る（

（
（

。
以
下
こ
の
四
篇
に
つ
い
て
、
一
齋
の
關
與
の
可
能
性
が
高
い
順
に
檢
討

し
て
み
た
い
。

二
、「
記
千
束
邑
事
」

　「
記
千
束
邑
事
」（
以
下
「
千
束
邑
」）
は
、
千
束
村
（
現
京
都
府
福
知
山
市
三
和
町

千
束
）
の
民
話
を
白
話
譯
し
た
も
の
で
、
一
齋
は
こ
れ
を
松
峽
の
元
に
持
參
し
た

と
推
定
さ
れ
る
。
梗
槪
は
次
の
通
り
。

　
あ
る
農
家
の
下
男
が
腕
の
良
い
刀
鍛
冶
の
も
と
に
赴
き
、
千
日
間
薪
を
運
ん
で

來
る
代
わ
り
に
刀
を
打
っ
て
も
ら
う
約
束
を
し
た
。
約
束
を
果
た
し
た
下
男
だ
が
、

刀
鍛
冶
は
鈍
刀
を
磨
き
「
寶
刀
を
打
っ
た
」
と
僞
っ
て
渡
す
。
と
こ
ろ
が
、
下
男

が
强
く
信
じ
た
た
め
に
刀
は
力
を
宿
し
、
下
男
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
大
蛇
を

追
い
拂
う
。
そ
れ
を
見
て
い
た
獵
師
が
刀
を
買
い
取
っ
た
が
、
下
男
の
手
を
離
れ

た
刀
は
二
度
と
力
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
話
を
收
錄
す
る
刊
本
等
は
見
え
な
い
が（

（1
（

、
芥
川
丹
丘
（
寶
永
七
／
一
七
一
〇

―
天
明
五
／
一
七
八
五
）
の
寫
本
『
詩
文
稿（
（1
（

』
に
漢
文
（
文
言
）
で
書
か
れ
た
「
記

千
束
邨
事
」
が
收
錄
さ
れ
、
內
容
が
槪
ね
一
致
し
て
い
る
。
丹
丘
は
古
義
堂
に
出

入
り
し
て
お
り
、
一
齋
と
も
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
當
時
古
義
堂

周
邊
で
よ
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
執
筆
時
期
に
つ
い
て
は
記
載
が

な
く
不
明
で
あ
る
が
、
次
に
こ
れ
と
比
較
し
白
話
「
千
束
邑
」
特
㊒
の
要
素
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
一
齋
の
「
千
束
邑
」
に
ま
ず
特
徵
的
な
の
は
、
話
の
最
後
に
次
の
よ
う
な
詩
が

置
か
れ
て
い
る
點
で
あ
る
（
以
下
日
本
語
譯
、
書
き
下
し
文
は
筆
者
に
よ
る
）。

後
人
㊒
詩
云
、

千
束
邑
中
五
尺
劔
　
　
深
山
帶
去
走
龍
蛇

初
知
至
誠
貫
金
石
　
　
一
口
鈍
刀
爲
莫
耶

（
後
の
人
の
詩
に
申
し
ま
す
、

千
束
邑
中
の
五
尺
の
劔
　
深
山
に
帶
去
し
て
龍
蛇
を
走
ら
す

初
め
て
知
る
至
誠
金
石
を
貫
き
　
一
口
の
鈍
刀
莫
耶
と
爲
る
を
）

　
こ
れ
は
白
話
小
說
の
構
成
を
意
識
し
置
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
白
話
小

說
に
は
、
最
初
に
本
篇
の
趣
旨
を
示
す
定
場
詩
、
入
話
（
話
の
ま
く
ら
）
を
置
き
、

本
篇
の
後
に
物
語
を
ま
と
め
る
收
場
詩
を
置
く
と
い
う
構
成
が
あ
る（

（1
（

。
全
て
の
小

說
が
こ
れ
ら
を
漏
れ
な
く
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
講
釋
由
來
の
特
徵
的

な
構
成
と
言
え
る
。
右
の
詩
は
こ
の
構
成
を
意
識
し
、
收
場
詩
と
し
て
話
の
筋
に
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合
わ
せ
て
獨
自
に
作
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
本
文
中
に
「
儞
衟
、
他
爲
着
何
說
十
金
鑄
之
、
原
來
識
的
莊
客
怎
辨
淂

一
金
、
所
以
這
般
說
衟
、（
あ
な
た
は
、
彼
が
ど
う
し
て
「
十
金
で
こ
れ
を
鑄
て
や
ろ

う
」
と
言
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
か
。
實
は
下
男
が
一
金
だ
っ
て
用
意
出
來
な
い
の
を
わ

か
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
す
）」
の
よ
う
に
讀
者
へ
の
呼
び
か
け

と
取
れ
る
表
現
が
見
え
る
。
こ
れ
も
講
釋
を
源
流
と
す
る
白
話
小
說
の
特
徵
を
模

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
文
言
「
記
千
束
邨
事
」
と
比
較
す
る
と
、「
千
束
邑
」
の
方
が
描
寫
が
多
い
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。
次
に
揭
げ
る
の
は
、
山
の
中
で
晝
寢
を
し
て
い
る
下
男
に
大

蛇
が
廹
る
場
面
で
あ
る
。

文
言
「
記
千
束
邨
事
」：

嘗
晝
睡
山
間
、
㊒
蝄蝄
虵
起
樹
上
、
其
頭
如
斗
、
雙
眼
烱
ゝ
、
掉
舌
吐
氣
、
直

將
噉
奴
、
…

（
嘗
て
山
間
に
晝
睡
す
。
蝄蝄
虵
の
樹
上
に
起
く
る
㊒
り
、
其
の
頭
斗
の
如
く
、
雙
眼

烱
々
、
舌
を
掉
ひ
氣
を
吐
き
、
直
ち
に
將
に
奴
を
噉
は
ん
と
す
。
…
）

「
千
束
邑
」：

不
覺
睡
倒
在
石
上
、
忽
然
一
陣
風
吹
起
來
、
突
出
吊
桶
大
小
蠎
蛇
來
、
攀
据

一
大
松
樹
、
眼
光
射
人
、
鱗
甲
競
起
、
張
開
巨
口
、
吐
出
紅
舌
、
對
着
莊
客

臉
兒
上
吹
那
毒
氣
、
…

（〔
下
男
は
〕
つ
い
石
の
上
で
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
突
然
一
陣
の
風
が
吹
き
、
つ

る
べ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
蛇
が
現
れ
、
松
の
木
に
よ
じ
登
り
ま
す
。
眼
光
は
人
を
射
る

よ
う
に
銳
く
、
鱗
は
逆
立
ち
、
巨
大
な
口
を
開
き
、
赤
い
舌
を
吐
き
出
し
て
、
下
男

の
顏
に
毒
氣
を
ふ
き
か
け
ま
す
。
…
）

　「
千
束
邑
」
に
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
文
言
で
記
さ
れ
な
い
風
や
大
蛇
の
描
寫

が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
は
『
水
滸
傳
』
に
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。

『
水
滸
傳
』
第
一
囘
：

只
覺
得
那
里
又
一
陣
風
、
吹
得
毒
氣
直
冲
將
來
、
太
尉
定
睛
看
時
、
山
邉
竹

藤
裏
、
簌
簌
簌
簌
地
响
、
搶
出
一
條
吊
桶
大
小
雪
花
也
似
蛇
來
、
太
尉
見
了
、
又

喫
一
驚
、
撇
了
手
爐
、
叫
一
聲
、
我
今
番
死
也
望
後
便
倒
在
盤
陀
石
邉
、

…
…
那
條
大
蛇
、
逕
搶
到
盤
陀
石
邉
、
朝
着
洪
太
尉
盤
做
一
堆
、
兩
隻
眼
逬

出
金
光
、
張
開
巨
口
、
吐
出
舌
頭
、
噴
那
毒
氣
在
洪
太
尉
臉
上
、
…

　
風
や
大
蛇
の
描
寫
は
、『
水
滸
傳
』
第
一
囘
、
洪
大
尉
が
山
中
で
大
蛇
に
遭
遇

す
る
場
面
の
も
の
と
近
似
し
て
い
る
。
一
齋
は
こ
の
場
面
を
參
考
に
「
千
束
邑
」

の
大
蛇
の
場
面
を
書
い
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
言
「
記
千
束
邨
事
」
と
や
や
異
な
る
展
開
も
、
一
齋
が
『
水
滸
傳
』

を
參
考
に
加
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
揭
げ
る
の
は
、
刀
が
ひ
と
り
で
に

鞘
か
ら
拔
け
て
大
蛇
を
追
い
拂
っ
た
後
、
そ
れ
を
偶
然
見
て
い
た
獵
師
（
文
言
で

は
「
吏
人
」）
が
、
無
理
や
り
に
刀
を
買
い
取
っ
て
い
く
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

『
水
滸
傳
』
第
七
囘
で
林
冲
が
刀
を
買
う
場
面
と
の
類
似
が
見
え
る
。

文
言
「
記
千
束
邨
事
」：

問
奴
曰
、
女
所
帶
刀
、
吾
請
買
之
、
奴
曰
、
小
人
究
極
千
日
精
力
、
不
敢
賣

之
、
吏
人
乃
出
十
金
、
强
買
刀
去
、
奴
淂
金
終
爲
良
農
、
…

（
奴
に
問
ひ
て
曰
く
、
女
帶
す
る
所
の
刀
、
吾
請
ふ
之
を
買
は
ん
。
奴
曰
く
、
小
人
千

日
の
精
力
を
究
極
す
、
敢
へ
て
之
を
賣
ら
ず
。
吏
人
乃
ち
十
金
を
出
し
、
强
ひ
て
刀

を
買
て
去
る
。
奴
金
を
淂
て
終
に
良
農
と
爲
る
。
…
）
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「
千
束
邑
」：

獵
戶
衟
、
痴
漢
不
省
的
事
、
爾
今
變
賣
了
幾
金
、
做
了
本
錢
、
做
个
買
賣
、

不
賽
爲
莊
戶
的
奴
、
抂
了
一
生
麽
、
莊
客
沈
思
半
晌
、
方
纔
點
頭
衟
、
說
的

是
、
若
與
了
餘
百
金
、
這
口
寶
刀
情
愿
送
與
儞
哩
、
獵
戶
既
是
了
刀
靈
威
、

怎
生
待
三
思
、
便
引
了
莊
客
還
了
家
、
取
百
金
與
他
、
莊
客
淂
了
金
、
自
去

了
、
不
題
、
却
說
獵
戶
把
這
刀
當
晚
不
落
手
、
夜
間
掛
在
枕
邉
、
次
早
詣
鍛

家
、
…

（
獵
師
が
言
う
に
は
、「
馬
鹿
め
、
わ
か
っ
ち
ゃ
い
な
い
。
今
い
く
ら
か
の
金
を
手
に

入
れ
て
、
そ
れ
を
元
手
に
し
て
商
賣
を
す
れ
ば
、
農
家
の
奴
隷
と
し
て
一
生
を
無
駄

に
す
る
よ
り
い
い
だ
ろ
う
」。
下
男
は
し
ば
ら
く
考
え
、
よ
う
や
く
頷
い
て
言
う
に
は
、

「
仰
る
通
り
で
す
。
も
し
私
に
百
金
を
下
さ
れ
ば
、
こ
の
刀
は
あ
な
た
に
差
し
上
げ
ま

し
ょ
う
」。
獵
師
は
刀
の
靈
驗
を
知
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
惱
む
こ
と
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
下
男
を
連
れ
て
家
に
歸
り
、
百
金
を
彼
に
渡
し
ま
し
た
。
下
男

は
金
を
得
て
歸
り
、
そ
れ
ま
で
と
致
し
ま
す
。
さ
て
獵
師
は
刀
を
手
放
さ
ず
、
夜
は

枕
の
そ
ば
に
置
き
ま
し
た
。
次
の
朝
刀
鍛
治
を
訪
ね
、
…
）

『
水
滸
傳
』
第
七
囘
（
林
冲
が
男
か
ら
刀
を
買
う
場
面
）：

那
漢
衟
我
急
要
些
錢
使
、
你
若
端
的
要
時
、
饒
你
五
百
貫
、
實
要
一
千
五
百

貫
、
林
冲
衟
、
只
是
一
千
貫
我
便
買
了
、
那
漢
歎
口
氣
衟
、
金
子
做
生
鐵
賣

了
、
罷
罷
、
一
文
也
不
要
少
了
我
的
、
林
冲
衟
、
跟
我
來
家
中
取
錢
還
你
、

囘
身
却
與
智
深
衟
、
師
兄
且
在
茶
房
裏
少
待
、
小
弟
便
來
、
智
深
衟
、
洒
家

且
囘
去
、
明
日
再
相
見
、
林
冲
别
了
智
深
、
自
引
了
賣
刀
的
那
漢
、
到
家
去

取
錢
與
他
、
就
問
那
漢
衟
、
…
…
那
漢
得
了
銀
兩
、
自
去
了
、
…
…
林
冲
當

晚
不
落
手
看
了
一
晚
、
夜
間
掛
在
壁
上
、
未
等
天
明
、
又
去
看
那
刀
、
…

　
文
言
「
記
千
束
邨
事
」
に
な
い
、
獵
師
が
下
男
を
家
に
連
れ
歸
る
展
開
や
、
手

に
入
れ
た
刀
を
夜
も
手
離
さ
な
い
樣
子
は
、
林
冲
の
行
動
が
參
考
に
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
千
日
薪
を
運
ぶ
か
ら
刀
を
打
っ
て
欲
し
い
と
賴
ま
れ
た
際
、
刀
鍛
冶

が
心
の
中
で
「
天
㊒
不
測
風
雲
、
人
㊒
旦
夕
疾
病
（
天
に
不
測
の
風
雲
㊒
り
、
人
に

旦
夕
の
疾
病
㊒
り
）」
と
白
話
小
說
に
度
々
現
れ
る
常
言
に
似
た
言
葉
を
呟
く
場
面

も
見
ら
れ
る（

（1
（

。
單
に
原
據
を
白
話
譯
す
る
だ
け
で
な
く
、
白
話
小
說
に
よ
く
み
ら

れ
る
要
素
や
、
實
際
に
描
か
れ
た
場
面
を
採
り
入
れ
な
が
ら
創
作
し
て
い
る
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

三
、「
記
藤
原
秀
鄕
事
」

　
次
に
、
末
尾
に
「
澤
田
重
淵
稿
」
と
記
載
さ
れ
る
「
記
藤
原
秀
鄕
事
」（
以
下

「
秀
鄕
」）
を
檢
討
し
た
い
。
こ
れ
は
平
安
時
代
中
期
の
武
將
・
藤
原
秀
鄕
（
俵
藤

太
）
の
傳
說
を
白
話
譯
し
た
も
の
で
あ
る
。
梗
槪
は
次
の
通
り
。

　
秀
鄕
は
近
江
の
瀨
田
橋
に
大
蛇
が
出
る
と
の
噂
を
聞
い
て
赴
い
た
。
果
た
し
て

大
蛇
が
橋
の
上
に
橫
た
わ
っ
て
い
た
が
、
秀
鄕
は
動
じ
る
こ
と
な
く
そ
の
背
を
ま

た
い
で
行
く
。
す
る
と
大
蛇
は
一
人
の
男
の
姿
と
な
り
、
こ
の
下
に
住
む
龍
王
と

名
乘
る
。
龍
王
は
大
蛇
の
姿
に
扮
し
て
、
近
頃
配
下
を
苦
し
め
る
大
百
足
を
倒
し

て
く
れ
る
勈
敢
な
人
間
を
探
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
秀
鄕
は
龍
王
の
賴
み
を
受

け
、
大
百
足
を
三
本
の
矢
で
射
倒
す
。
龍
王
は
お
禮
に
絹
・
俵
・
鐘
を
送
り
、
家

に
歸
っ
た
秀
鄕
は
巨
萬
の
富
を
得
た
。

　
こ
の
類
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
や
古
繪
卷
等
複
數
の
文
獻
に
見
ら
れ
る
が
、
新

井
貴
子
氏
に
よ
る
詳
細
な
比
較
結
果
に
照
ら
す
と
、『
太
平
記
』
卷
十
五
「
龍
宮

城
鐘
の
事
」
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
以
下
こ
れ
を
原
據
と
し
て
「
秀
鄕
」

と
比
較
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
「
秀
鄕
」
に
も
「
千
束
邑
」
同
樣
末
尾
に
收
場
詩
が
置
か
れ
て
い
る
。
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後
人
㊒
詩
、
單
衟
其
射
術
之
妙
、
詩
云
、

單
身
獨
自
入
龍
宮
　
毒
箭
發
時（

（1
（

斃
蜈
蚣

從
是
殸殸
名
傳
海
內
　
村
童
馬
牛
稱
英
風

（
後
の
人
の
詩
に
、
そ
の
弓
の
腕
の
素
晴
ら
し
さ
を
言
っ
た
詩
が
あ
り
ま
す
。

單
身
獨
自
龍
宮
に
入
り
　
毒
箭
發
せ
し
時
蜈
蚣
を
斃
す

是
れ
從
り
殸殸
名
は
海
內
に
傳
は
り
　
村
童
馬
牛
英
風
を
稱
ふ
）

　
弓
の
腕
を
稱
え
る
こ
の
詩
も
、
物
語
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
本
文
中
に
讀
者
へ
の
語
り
か
け
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
警
世
通
言
』
卷

一
「
俞俞
伯
牙
摔
琴
謝
知
♫
」
に
見
え
る
表
現
を
參
考
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「
秀
鄕
」：

這
是
㊒
箇
緣
故
、
在
下
如
今
說
出
這
緣
故
來
、
看
官
要
聽
的
聽
之
、
若
要
不

聽
的
請
尊
便
、
…

（
こ
れ
に
は
わ
け
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
し
は
今
こ
の
わ
け
を
說
く
の
で
す
。
お
客

樣
、
聞
く
方
は
お
聞
き
に
な
り
、
お
聞
き
に
な
ら
な
い
方
は
ご
勝
手
に
な
さ
い
ま
せ
。

…
）

『
警
世
通
言
』
卷
一
「
俞俞
伯
牙
摔
琴
謝
知
♫（

（1
（

」：

今
日
聽
在
下
說
一
樁
俞俞
伯
牙
的
故
事
、
列
位
看
官
們
、
要
聽
者
、
洗
耳
而
聽
、

不
要
聽
者
、
各
隨
尊
便
、
…

（
今
日
は
そ
れ
が
し
が
俞俞
伯
牙
の
故
事
を
お
話
し
ま
す
。
お
客
樣
方
、
お
聞
き
に
な
る

方
は
耳
を
洗
っ
て
聞
き
、
お
聞
き
に
な
ら
な
い
方
は
、
ご
勝
手
に
な
さ
い
ま
せ
。
…
）

　『
太
平
記
』
と
比
較
す
る
と
、
一
齋
が
獨
自
に
加
え
た
と
推
測
さ
れ
る
描
寫
が

見
出
だ
せ
る
。
次
に
揭
げ
る
の
は
龍
王
が
變
身
し
た
大
蛇
の
描
寫
で
あ
る
が
、
傍

線
部
は
『
太
平
記
』
に
は
見
え
な
い
部
分
で
あ
る
。

『
太
平
記
』
卷
十
五
「
龍
宮
城
鐘
の
事（

（1
（

」：

長た
け

二
十
丈
ば
か
り
な
る
大だ
い
じ
ゃ蛇
、
橋
の
上
に
橫
た
は
り
臥ふ

し
た
り
。
兩
の
眼ま
な
こ

は
耀か
か
や

い
て
、
天
に
二ふ
た

つ
の
日
を
掛
け
た
る
が
如ご
と

く
、
雙な
ら

べ
る
角つ
の

は
高
く
峙そ
ば
だ

ち
て
、
冬ふ
ゆ

枯が
れ

の
森
の
梢こ
ず
ゑ

に
異
な
ら
ず
。
鐵
の
牙き
ば

上
下
に
生お

ひ
ち
が
ふ
て
、

紅
く
れ
な
ゐ

の
舌
は
炎
を
吐は

く
か
と
怪
し
ま
る
。
…

「
秀
鄕
」：

果
㊒
一
大
蛇
、
當
着
橋
上
、
藤
太
定
睛
着
時
、
只
見
兩
隻
眼
如
並
懸
日
⺼
、

一
雙
角
似
樹
起
珊
瑚
、
鱗
甲
內
放
出
白
光
來
、
照
淂
橋
上
橋
下
如
同
白
日
。

…（
果
た
し
て
一
頭
の
大
き
な
蛇
が
、
橋
の
上
に
お
り
ま
し
た
。
藤
太
が
見
ま
す
と
、
兩

の
眼
は
日
⺼
を
並
べ
た
よ
う
で
、
一
對
の
角
は
珊
瑚
の
よ
う
、
鱗
の
內
か
ら
は
光
が

放
た
れ
、
橋
の
上
下
を
白
日
の
よ
う
に
照
ら
し
て
お
り
ま
す
。
…
）

傍
線
部
の
鱗
の
內
か
ら
光
が
出
る
と
い
う
描
寫
は
明
ら
か
に
次
の
白
娘
子
の
描
寫

を
踏
ま
え
て
い
る
。

『
警
世
通
言
』
卷
二
十
八
「
白
娘
子
永
鎭
雷
峰
塔
」：

見
一
條
吊
桶
來
大
的
蟒
蛇
、
睡
在
床
上
、
伸
頭
在
天
窻
內
乘
凉凉
、
鱗
甲
內
放

出
白
光
、
來
照
得
房
內
如
同
白
日
。
…

　
次
に
本
篇
の
中
心
的
場
面
で
あ
り
、
收
場
詩
に
も
關
わ
る
、
秀
鄕
が
大
百
足
を

射
倒
す
場
面
を
擧
げ
る
。
一
本
目
と
二
本
目
の
矢
を
當
て
ら
れ
ず
、
鏃
に
唾
を
つ
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け
た
三
本
目
で
大
百
足
を
倒
す
と
い
う
展
開
だ
が
、「
三
本
矢
を
射
る
」
と
い
う

趣
向
は
『
水
滸
傳
』
第
十
三
囘
、
第
三
十
三
囘
に
も
見
え
、
譯
す
際
に
參
考
に
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
『
水
滸
傳
』
第
十
三
囘
の
楊
志
と
周
謹
の
場
面
と
倂

せ
、『
太
平
記
』、「
秀
鄕
」
の
該
當
場
面
を
揭
げ
る
。

『
太
平
記
』
卷
十
五
「
龍
宮
城
鐘
の
事
」：

件く
だ
ん

の
五
人
張
に
十じ
ふ

五ご

束そ
く

三み
つ

伏ぶ
せ

の
矢
を
打
ち
番つ
が

ひ
て
引
き
し
ぼ
り
、
忘
る
る

ば
か
り
堅
め
て
、
眉み

間け
ん

の
眞ま

只た
だ

中な
か

を
ぞ
射
た
り
け
る
。
そ
の
手て

答ご
た
へ

鐡
く
ろ
が
ね

を

射
る
樣や

う

に
聞
え
て
、
γは
ず

を
﨤
し
て
ぞ
立
た
ざ
り
け
る
。
秀ひ
で

鄕さ
と

一
の
矢
を
射い

損そ
ん

じ
て
安
か
ら
ず
思
ひ
け
れ
ば
、
二
の
矢
を
番つ
が

ひ
て
一い
ち

分ぶ

も
違
へ
ず
、
わ
ざ
と

前
の
矢
所
を
ぞ
射
た
り
け
る
。
こ
の
矢
も
先
の
如ご

と

く
跳を
ど

り
﨤か
へ

り
て
、
少
し
も

身
に
は
立
た
ざ
り
け
り
。
秀
鄕
二
つ
の
矢
を
も
皆
射
損
じ
て
、
憑た

の

む
と
こ
ろ

は
矢
一
筋
な
り
。
何い

か

が
は
せ
ん
と
思
ひ
け
る
が
、
き
つ
と
案
じ
出
だ
し
た
る

事
あ
つ
て
、
こ
の
度
射
ん
と
し
け
る
矢
さ
き
に
、
玉つ

ば
き沫
を
吐
き
懸
け
て
、
ま

た
同
じ
矢
所
を
ぞ
射
た
り
け
る
。
こ
の
矢
に
毒
を
塗
り
た
る
故ゆ

ゑ

に
や
よ
り
け

ん
、
ま
た
同
じ
矢や

坪つ
ぼ

を
三
度
ま
で
射
た
る
故
に
や
よ
り
け
ん
、
こ
の
矢
眉み

間け
ん

の
只
中
を
通
り
て
、
喉の
ん
ど

の
中
ま
で
羽は

ぶ
く
ら
責
め
て
ぞ
立
つ
た
り
け
る
。
…

「
秀
鄕
」：

藤
太
搭
上
箭
、
拽
滿
弓
、
覷
着
他
頭
腦
一
箭
射
去
、
只
似
射
着
鐵
柱
般
箭
折

鏃
碎
、
藤
太
着
急
射
第
二
箭
、
也
只
如
初
、
原
來
藤
太
常
要
賣
弄
自
家
的
射

術
、
行
陣
之
間
、
也
只
執
三
箭
、
奈
二
箭
已
射
不
中
、
肚
裡
煩
悶
、
常
言
、

人
急
智
生
、
忽
然
計
上
心
來
、
吐
些
唾
沫
塗
於
鏃
、
又
搭
上
箭
、
拽
淂
弓
、

如
滿
⺼
、
覷
淂
親
切
、
叫
一
殸殸
中
、
再
射
將
去
、
一
箭
落
處
、
射
貫
着
蜈
蚣

頭
腦
、
…

（
藤
太
は
矢
を
つ
が
え
、
引
き
絞
る
と
、
か
の
頭
を
狙
っ
て
放
ち
ま
し
た
が
、
鐵
の
柱

を
射
た
か
の
よ
う
に
矢
は
折
れ
鏃
は
碎
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
藤
太
は
慌
て
て
二
の

矢
を
射
ま
し
た
が
、
最
初
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
し
た
。
實
は
藤
太
は
自
分

の
弓
矢
の
腕
を
ひ
け
ら
か
し
て
、
戰
の
際
は
三
本
し
か
矢
を
持
た
な
い
の
で
す
。
如

何
せ
ん
二
本
の
矢
を
外
し
、
心
中
穩
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
と
わ
ざ
に
、「
人

は
焦
る
と
知
惠
が
出
る
」
と
申
し
ま
す
。
突
然
思
い
つ
い
て
、
唾
を
鏃
に
塗
り
、
ま

た
矢
を
つ
が
え
、
滿
⺼
の
如
く
弓
を
引
き
、
よ
く
狙
う
と
、
一
聲
の
う
ち
に
再
び
射

ま
し
た
。
矢
は
百
足
の
頭
を
貫
き
ま
す
。
…
）

『
水
滸
傳
』
第
十
三
囘
（
楊
志
と
周
謹
が
腕
比
べ
を
す
る
場
面
）：

左
手
拿
着
弓
、
右
手
搭
上
箭
、
拽
得
滿
滿
地
、
望
楊
志
後
心
、
颼
地
一
箭
、

…
…
周
謹
見
一
箭
射
不
着
、
却
早
慌
了
、
再
去
壺
中
急
取
第
二
枝
箭
來
、
搭

上
弓
弦
、
覷
的
楊
志
較
親
望
後
心
再
射
一
箭
、
…
…
周
謹
見
第
二
枝
箭
又
射

不
着
、
心
裏
越
慌
、
…
…
周
謹
再
取
第
三
枝
箭
、
搭
在
弓
弦
上
、
扣
得
滿
滿

地
、
儘
平
生
氣
力
、
眼
睜
睜
地
看
着
楊
志
後
心
窩
上
只
一
箭
射
將
來
、
…
…

左
手
如
托
太
山
、
右
手
如
抱
嬰
孩
、
弓
開
如
滿
⺼
、
箭
去
似
流
星
、
說
時
遲

那
時
快
、
一
箭
正
中
周
謹
左
肩
、
…

　『
水
滸
傳
』
第
十
三
囘
で
は
周
謹
が
三
度
矢
を
射
る
も
全
て
外
し
、
續
い
て
楊

志
が
一
度
で
周
謹
の
肩
に
矢
を
命
中
さ
せ
る
。
二
人
は
馬
に
乘
っ
て
矢
を
射
て
お

り
、「
秀
鄕
」
の
場
面
と
一
致
し
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
秀
鄕
が
一
の
矢
を
外
し

て
慌
て
て
二
の
矢
を
射
た
り
、
最
後
に
當
た
る
矢
を
「
滿
⺼
の
如
く
」
引
く
と
い

う
部
分
が
楊
志
の
場
面
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
『
水
滸
傳
』
第
三
十
三
囘
、
花

榮
が
屋
敷
に
攻
め
入
ろ
う
と
し
た
兵
士
た
ち
に
弓
の
腕
を
見
せ
つ
け
追
い
﨤
す
場

面
と
も
、「
搭
上
箭
、
拽
滿
弓
」
等
の
語
句
が
共
通
す
る
。
こ
の
場
面
は
原
據
に

な
い
描
寫
を
大
き
く
增
や
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
類
似
の
場
面
の
文
章
が
參
考

に
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、「
千
束
邑
」「
秀
鄕
」
に
は
い
ず
れ
も
收
場
詩
・
讀
者
に
對
す

る
呼
び
か
け
が
見
え
、
白
話
小
說
の
構
成
や
特
徵
が
强
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
白
話
小
說
の
類
似
の
場
面
か
ら
表
現
や
展
開
の
一
部
を
借
り
、

原
據
に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
書
い
て
い
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
た
。
類
似
の
場
面
を

手
本
と
す
る
こ
と
で
、
譯
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
千
束
村
の
民

話
と
俵
藤
太
の
傳
說
に
は
、
一
齋
が
よ
く
知
る
白
話
小
說
を
連
想
さ
せ
る
要
素
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
齋
が
白
話
小
說
の
場
面
や
表
現
に
よ
く
通
じ
て
い
た
背
景
に
は
、
單
に
讀
む

だ
け
で
は
な
く
、「
寫
し
て
譯
す
」
と
い
う
鑑
賞
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。『
小
說
粹
言
』
序
で
一
齋
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

餘
誦
習
暇
日
、
耽
小
說
家
書
、
賞
以
獨
感
、
隨
抄
隨
譯
、
裝
爲
十
囘
、
舊
藏

帳
中
、
以
其
汰
淫
媟
猥
褻
、
題
曰
粹
言
、
…

（
私
は
誦
習
の
暇
な
時
に
小
說
家
の
書
に
ふ
け
っ
て
、
鑑
賞
し
て
ひ
と
り
感
じ
入
り
、

書
き
寫
し
て
は
譯
し
た
。
裝
丁
し
て
十
囘
と
し
た
が
、
帳
中
に
長
く
し
ま
っ
て
お
い

た
も
の
の
中
か
ら
、
猥
褻
な
も
の
は
の
ぞ
い
た
の
で
、『
粹
言
』
と
題
し
た
。
…
）

　
白
話
小
說
を
讀
ん
で
譯
す
だ
け
で
な
く
、
本
文
を
寫
す
、
或
い
は
拔
き
書
き
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
表
現
を
學
び
取
り
、
日
本
の
傳
說
・
風
聞
を
白
話
文
に
譯

す
際
に
活
か
し
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
の
白
話
小
說
の
鑑
賞
方
法
の
延
長
に
こ
の

創
作
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、「
記
淨
藏
事
」

　「
都
下
　
呆
山
人
撰
」
と
記
載
の
あ
る
「
記
淨
藏
事
」（
以
下
「
淨
藏
」）
は
、
平

安
時
代
の
僧
侶
・
淨
藏
貴
所
の
傳
說
の
白
話
譯
で
あ
る
。
梗
槪
は
次
の
通
り
。

　
あ
る
年
の
十
⺼
、
出
雲
大
社
を
訪
れ
た
淨
藏
は
、
そ
こ
で
神
々
が
自
身
の
伴
侶

を
決
め
る
の
を
耳
に
し
た
。
そ
の
後
祈
禱
の
た
め
某
殿
に
呼
ば
れ
た
際
、
自
分
が

飮
み
殘
し
た
茶
を
一
人
の
娘
が
飮
ん
で
い
る
の
を
目
に
す
る
。
そ
の
娘
が
伴
侶
だ

と
悟
っ
た
淨
藏
は
、
娘
を
殺
し
て
逃
げ
出
し
、
修
行
に
打
ち
こ
む
。
そ
の
後
身
に

着
け
た
法
力
が
世
に
廣
ま
り
、
天
皇
か
ら
宮
女
を
下
賜
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
殺
し

た
と
思
っ
て
い
た
娘
で
あ
っ
た
。
淨
藏
は
彼
女
と
子
を
も
う
け
た
が
、
そ
の
後
も

力
を
失
わ
ず
、
數
々
の
奇
跡
を
起
こ
し
た
。

　
こ
の
話
は
『
今
昔
物
語
集
』『
三
國
傳
記
』
等
の
文
獻
に
類
話
が
見
え（

（1
（

、
中
村

氏
は
『
三
國
傳
記
』
を
原
據
に
擧
げ
て
い
る
が
、
增
穗
殘
口
の
『
艷
衟
通
鑑
』

（
正
德
五
／
一
七
一
五
年
刊
）
卷
一
第
十
五
「
釋
の
淨
藏
の
段（
（2
（

」
が
最
も
近
似
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
大
社
で
神
々
が
伴
侶
を
定
め
る
の
を
聞
き
、
淨
藏
の

殘
し
た
茶
を
飮
む
娘
を
見
て
そ
の
伴
侶
だ
と
氣
が
つ
く
展
開
は
『
三
國
傳
記
』
に

は
な
く
、『
艷
衟
通
鑑
』「
釋
の
淨
藏
の
段
」
の
み
に
存
す
る
。
こ
れ
を
原
據
と
見

た
い
。

　「
淨
藏
」
に
は
讀
者
へ
の
呼
び
か
け
の
表
現
は
見
え
な
い
が
、
收
場
詩
は
先
の

二
篇
同
樣
獨
自
の
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
淨
藏
が
娘
を
殺
し
た
後
に
、
次

の
よ
う
な
詩
が
插
入
さ
れ
て
い
る
。

忙
出
禁
門
、
一
衟
烟
奔
去
了
、
正
是
、

鼇
魚
脫
却
金
鉤
去
　
擺
尾
𢳸𢳸
頭
更
不
囘

（
急
い
で
禁
門
を
出
る
と
、
一
目
散
に
逃
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
、

大
龜
が
釣
り
針
か
ら
逃
れ
れ
ば
　
尾
を
振
り
頭
を
振
っ
て
一
目
散
）

　
こ
れ
は
白
話
小
說
に
度
々
見
え
る
詩
を
用
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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『
醒
世
恆
言
』
卷
三
十
三
「
十
五
貫
戲
言
成
巧
禍
」:

過
了
一
宵
、
小
娘
子
作
別
去
了
、
不
題
、
正
是
、

鰲
魚
脫
却
金
鉤
去
　
　
擺
尾
搖
頭
再
不
囘

『
警
世
通
言
』
卷
六
「
俞俞
仲
擧
題
詩
遇
上
皇
」：

當
下
二
人
同
下
端
仙
亭
、
出
後
園
而
走
、
却
是
、

鰲
魚
脫
却
金
鉤
去
　
　
擺
尾
𢳸𢳸
頭
更
不
囘

　
こ
の
他
『
水
滸
傳
』
第
六
十
二
囘
や
、『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
卷
二
十
に
も
見
え

る
が
、『
醒
世
恆
言
』「
十
五
貫
戲
言
成
巧
禍
」
は
岡
白
駒
施
訓
『
小
說
精
言
』
卷

一
に
採
ら
れ
た
篇
で（

（2
（

、
特
に
一
齋
が
目
に
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
詩
以
外
に
白
話
小
說
の
一
場
面
に
關
わ
る
部
分
や
、
大
き
な
追
加
・
變
更
は
見

え
な
い
が
、「
不
在
話
下
（
そ
れ
は
さ
て
お
き
）」「
話
休
絮
繁
（
く
ど
い
話
は
や
め

て
）」
と
い
っ
た
白
話
小
說
特
㊒
の
表
現
が
見
え
る
。

　
ま
た
次
に
揭
げ
る
の
は
、
淨
藏
が
伴
侶
と
定
め
ら
れ
た
娘
に
氣
が
付
き
、
殺
そ

う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。

『
艷
衟
通
鑑
』
卷
一
第
十
五
「
釋
の
淨
藏
の
段
」：

淨
藏
す
ハ
や
出
雲
の
御
示じ

現げ
ん

ハ
。
是
を
吿つ
げ

さ
せ
給
ふ
に
こ
そ
と
。
む
ね
つ
き

て
。
懷く

わ

中い
ち
う

よ
り
細さ
す
が刀
を
取
出
し
。
件く
だ
ん

の
小
女
を
取
て
臥ふ
せ

さ
し
殺こ
ろ

し
て
。
內だ
い

裏り

を
に
げ
出
て
二
十
年
來
。
…

「
淨
藏
」：

肚
裏
想
衟
、
大
社
衆
神
所
吿
、
是
了
是
了
、
除
非
那
幼
女
死
了
、
方
絕
其
患
、

心
下
定
了
計
索
、
藏
着
匕
首
於
懷
裡
、
窺
沒
人
的
時
節
、
把
這
幼
女
刺
了
胸

下
一
刀
、
忙
出
禁
門
、
一
衟
烟
奔
去
了
。
…

（
心
の
う
ち
で
思
い
ま
す
に
は
、「
大
社
の
神
々
が
言
っ
て
い
た
の
は
、
こ
い
つ
に
違

い
な
い
。
こ
の
娘
を
殺
す
以
外
に
、
後
患
を
絕
つ
方
法
は
な
い
ぞ
」。
計
畫
を
練
り
ま

す
と
、
懷
に
匕
首
を
隱
し
、
人
が
い
な
い
時
間
を
見
計
ら
っ
て
、
こ
の
娘
の
胸
の
下

を
ぐ
さ
り
と
一
突
き
。
急
い
で
禁
門
を
出
る
と
、
一
目
散
に
逃
げ
ま
し
た
。
…
）

　『
艷
衟
通
鑑
』
で
は
、
娘
に
氣
づ
い
て
「
む
ね
つ
き
て
（
は
っ
と
し
て
）」
刀
を

取
り
出
す
が
、「
淨
藏
」
で
は
「
娘
を
殺
す
以
外
に
、
後
患
を
絕
つ
方
法
は
な
い
」

と
覺
悟
を
決
め
る
描
寫
が
入
る
。
こ
れ
は
次
の
『
警
世
通
言
』
卷
五
に
見
え
る
表

現
に
近
似
し
て
い
る
。

『
警
世
通
言
』
卷
五
「
呂
大
郞
還
金
完
骨
肉
」：

左
思
右
想
衟
、
…
…
到
是
我
看
家
的
一
個
耗
鬼
、
除
非
那
禿
馿
死
了
、
方
絕

其
患
、
恨
無
計
策
、
…

　
こ
の
呂
大
郞
の
話
は
一
齋
が
『
小
說
粹
言
』
卷
三
に
採
っ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

「
淨
藏
」
の
執
筆
時
期
は
未
詳
な
が
ら
、『
小
說
精
言
』『
小
說
粹
言
』
收
錄
篇
に

近
似
す
る
表
現
が
見
え
る
點
に
は
㊟
目
さ
れ
る
。

五
、「
祈
福
漢
吃
騙
話
」

　
最
後
に
「
千
束
邑
」
と
「
秀
鄕
」
の
間
に
置
か
れ
る
「
祈
福
漢
吃
騙
話
」（
以

下
「
祈
福
漢
」）
を
檢
討
す
る
。
梗
槪
は
次
の
通
り
。

　
遊
び
に
金
を
使
い
盡
く
し
て
し
ま
っ
た
男
が
、
京
都
岡
崎
村
に
あ
る
「
富
貴
の

祠
」
に
お
參
り
を
し
て
助
け
を
乞
お
う
と
す
る
。
あ
る
夜
お
參
り
に
行
く
と
一
人

の
女
が
現
れ
、
自
分
は
祠
に
住
む
白
狐
で
、
先
日
獵
師
に
攫
わ
れ
た
娘
狐
を
取
り

﨤
し
て
く
れ
れ
ば
、
巨
萬
の
富
で
恩
を
﨤
す
と
言
う
。
引
き
受
け
た
男
は
そ
の
獵

師
を
待
ち
伏
せ
し
、
狐
の
子
が
入
っ
た
袋
を
買
い
取
っ
た
。
袋
を
持
っ
て
急
い
で
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祠
へ
行
っ
た
が
、
女
は
現
れ
な
い
。
袋
を
開
け
る
と
中
か
ら
銀
の
毛
の
犬
が
出
て

き
て
、
男
は
そ
こ
で
よ
う
や
く
騙
さ
れ
た
こ
と
を
悟
っ
た
。

　
こ
の
話
を
收
錄
す
る
も
の
は
未
見
だ
が
、
中
村
氏
は
類
話
と
し
て
上
田
秋
成
の

『
諸
衟
聽
耳
世
間
猿
』
卷
五
の
一
「
昔
は
抹
香
烟
た
か
ら
ぬ
夜
咄
」（
明
和
三
／
一

七
六
六
年
刊
）、『
世
間
妾
形
氣
』
卷
四
の
一
「
息
子
の
心
は
照
降
し
れ
ぬ
狐
の
嫁

入
」（
明
和
四
／
一
七
六
七
年
刊
）
を
擧
げ
る（
（2
（

。
ま
た
森
田
雅
也
氏
は
荷
田
在
滿
に

よ
る
擬
古
物
語
『
落
合
物
語
』（
寫
本
、
寬
保
二
／
一
七
四
二
年
識
）
と
の
類
似
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。『
落
合
物
語
』
は
武
藏
國
落
合
村
を
舞
臺
と
す
る
物
語
で

あ
る
が
、
氏
は
こ
れ
が
「
祈
福
漢
」
に
影
响
を
受
け
て
書
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る（

（2
（

。

　
も
し
森
田
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、「
祈
福
漢
」
は
『
落
合
物
語
』
成

立
前
、
す
な
わ
ち
寬
保
二
（
一
七
四
二
）
年
以
前
の
成
立
と
な
り
、「
千
束
邑
」
同

樣
『
小
說
粹
言
』
刊
行
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
確
定
で
き
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い

て
は
別
途
檢
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
中
村
氏
、
森
田
氏
が
擧
げ
た
類
話
は
、
確
か
に
「
祈
福
漢
」
と
共
通
す
る
要
素

を
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
展
開
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
原
據
と
見
な
す

の
は
難
し
い（

（2
（

。
當
時
知
ら
れ
た
噂
話
を
そ
れ
ぞ
れ
の
觀
點
か
ら
作
品
に
仕
立
て
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　「
祈
福
漢
」
は
先
の
「
淨
藏
」
同
樣
讀
者
へ
の
呼
び
か
け
は
見
え
な
い
も
の
の
、

收
場
詩
と
插
入
詩
に
よ
っ
て
白
話
小
說
ら
し
く
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
次
に
插
入

詩
を
揭
げ
る
。

從
是
之
後
、
日
ヽ
參
拜
、
沒
㊒
虛
ヽ
、
正
是
、

急
來
抱
佛
脚
　
　
間
時
不
燒
香

（
こ
れ
よ
り
後
、
每
日
參
拜
す
る
こ
と
、
眞
劍
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
ま

さ
し
く
、

困
っ
た
時
は
佛
の
足
を
抱
き
　
何
も
な
い
時
は
燒
香
も
し
な
い
）

　
こ
の
插
入
詩
も
獨
自
の
も
の
で
は
な
く
、『
水
滸
傳
』『
古
今
小
說
』
等
の
白
話

小
說
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

『
水
滸
傳
』
第
十
七
囘
：

何
淸
笑
衟
、
哥
哥
、
正
是
急
來
抱
佛
脚
、
閒
時
不
燒
香
、
我
却
要
你
銀
子
時
、

便
是
兄
弟
勒
掯
你
、
…

『
古
今
小
說
』
卷
十
「
滕
大
尹
鬼
斷
家
私
」：

今
日
大
塊
銀
子
送
來
、
正
是
、
閒
時
不
燒
香
、
急
來
抱
佛
脚
、
各
各
暗
笑
、

落
得
受
了
買
東
西
吃
、
…

　「
滕
大
尹
鬼
斷
家
私
」
は
『
今
古
奇
觀
』
卷
三
に
も
同
じ
話
が
あ
り
、
同
樣
の

表
現
が
見
え
る
。
白
駒
施
訓
の
『
小
說
奇
言
』
卷
三
に
採
ら
れ
た
も
の
で
、
一
齋

が
參
考
に
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
「
淨
藏
」
同
樣
白
話
小
說
の
一
場
面
を
そ
の
ま
ま
參
考
に
し
た
よ
う
な
箇

所
は
見
出
せ
な
い
が
、
小
說
中
に
よ
く
使
わ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
を
運
用
し
た
と
思
わ

れ
る
箇
所
が
見
出
せ
る
。

「
祈
福
漢
」：

只
是
一
个
婦
人
、
年
紀
二
十
歲
上
、
頭
戴
⺼
白
娼
婦
帽
、
身
穿
白
羅
繡
寶
珠

單
衣
、
腰
繞
皁
繻
子
光
帶
、
足
穿
一
雙
蟬
𨦫𨦫
時
鞋
、
嬝
ヽ
娜
ヽ
、
妖
ヽ
嬈
ヽ
、

輕
移
蓮
步
、
向
前
撏撏
來
、
對
那
漢
唱
个
萬
福
說
衟
、
…

（
一
人
の
女
、
年
は
二
十
歲
ほ
ど
で
、
頭
に
は
白
い
娼
婦
帽（
（2
（

を
か
ぶ
り
、
身
に
は
白
い
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絹
に
刺
繡
を
し
た
單
衣
を
ま
と
っ
て
、
腰
に
は
黑
の
帶
を
卷
き
、
足
に
は
蟬
の
羽
を

あ
し
ら
っ
た
流
行
り
の
靴
を
履
い
て
い
ま
す
。
な
よ
な
よ
と
、
な
ま
め
か
し
く
、
輕

や
か
に
蓮
步
を
運
ん
で
、
そ
の
男
に
向
か
っ
て
「
萬ワ
ン
フ
ー福
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
申
し
ま

す
に
は
、
…
）

『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
卷
十
八
「
丹
客
半
黍
九
還
　
富
翁
千
金
一
笑
」：

只
見
嬝
嬝
娜
娜
、
走
出
房
來
、
衟
了
萬
福
、
…
…

『
警
世
通
言
』
卷
十
一
「
蘇
知
縣
羅
衫
再
合
」：

只
見
紅
衣
女
、
妖
妖
嬈
嬈
的
走
近
前
來
衟
、
妾
身
乃
是
無
過
之
女
、
…
…

『
警
世
通
言
』
卷
二
十
六
「
唐
解
元
一
笑
姻
緣（

（2
（

」：

只
見
兩
個
丫
鬟
、
伏
侍
一
位
小
娘
子
、
輕
移
蓮
步
而
出
、
珠
珞
重
遮
不
露
嬌

面
、
…
…

　「
祈
福
漢
」
の
傍
線
部
で
は
「
嬝
ヽ
娜
ヽ
」「
妖
ヽ
嬈
ヽ
」「
輕
移
蓮
步
」
を
組

み
合
わ
せ
、
女
が
現
れ
る
場
面
を
表
現
し
て
い
る
。
右
に
揭
げ
た
よ
う
に
、
複
數

の
白
話
小
說
の
類
似
の
場
面
を
參
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
淨
藏
」
と
「
祈
福
漢
」
は
、
讀
者
へ
の
語
り
か
け
は
見
え
な
い
も
の
の
、
插

入
詩
や
類
似
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
白
話
小
說
ら
し
く
仕
立
ら
れ

て
い
る
と
い
え
る
。
先
の
二
篇
の
原
據
は
白
話
小
說
中
の
場
面
を
連
想
さ
せ
る
要

素
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
が
、
こ
の
二
篇
は
原
據
と
既
存
の
白
話
小
說

中
に
插
入
さ
れ
る
詩
と
の
關
連
を
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
白
話
語
彙
・
決
ま

っ
た
言
い
囘
し
の
運
用
と
い
う
點
か
ら
み
て
も
、
こ
ち
ら
の
二
篇
の
方
が
白
話
小

說
を
讀
み
込
ん
だ
上
で
の
創
作
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
四
篇
を
二
人
の
異
な
る
人
物
の
作
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
筆
者
は

白
話
小
說
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
創
作
方
法
の
變
化
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

蔴
生
磯
次
氏
は
都
賀
庭
鐘
の
飜
案
作
品
に
お
け
る
原
據
の
利
用
に
つ
い
て
言
及
し

た
際
、『
英
草
紙
』
卷
二
「
黑
川
源
太
主
山
に
入
ツ
て
衟
を
得
た
る
話
」（
寬
延
二

／
一
七
四
九
年
刊
）
は
原
據
か
ら
「
部
分
的
に
多
少
の
變
更
」
が
あ
る
と
述
べ
る

に
留
め
た
の
に
對
し
、『
垣
根
草
』
卷
二
「
在
原
業
平
文
海
に
託
し
て
冤
を
訴
ふ

る
事
」（
明
和
七
／
一
七
七
〇
年
刊
）
は
原
據
に
對
し
「
殆
ど
飜
案
の
臭
味
を
止
め

な
い
く
ら
い
に
脫
化
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た（

（2
（

。
こ
れ
は
庭
鐘
の
白
話

小
說
の
理
解
が
深
ま
り
、
自
身
の
書
き
た
い
物
語
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
四
篇
の
作
者
も
白

話
小
說
の
場
面
・
描
寫
に
依
據
す
る
創
作
方
法
か
ら
、
徐
々
に
表
現
し
た
い
內
容

に
合
わ
せ
て
白
話
語
彙
・
フ
レ
ー
ズ
を
運
用
出
來
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。お

わ
り
に
：
日
本
文
學
史
に
お
け
る
創
作
白
話
文
の
位
置

　
以
上
本
稿
で
は
澤
田
一
齋
作
と
見
ら
れ
る
四
篇
の
創
作
白
話
小
說
に
つ
い
て
檢

討
し
、
創
作
と
い
う
行
爲
が
白
話
小
說
の
鑑
賞
の
延
長
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
た
。
ま
た
白
話
小
說
理
解
の
深
化
に
よ
っ
て
創
作
方
法
が
變
化
し
た
可

能
性
を
指
摘
し
た
。

　『
白
話
文
集
』
と
同
じ
く
、「
呆
山
人
」
が
關
わ
る
創
作
白
話
小
說
『
日
本
左
衞

門
傳
』『
演
義
俠
妓
傳
』
も
一
齋
の
作
品
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は

二
囘
構
成
の
中
篇
小
說
で
あ
り
、
詩
を
挾
ん
で
前
後
篇
の
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
た

「
淨
藏
」「
祈
福
漢
」
が
更
に
發
展
し
た
形
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
初
期

讀
本
作
品
と
の
共
通
點
に
つ
い
て
も
硏
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
こ
の
二
作

と
『
白
話
文
集
』
と
の
關
連
に
つ
い
て
述
べ
、
結
び
と
し
た
い
。

　『
演
義
俠
妓
傳
』
に
つ
い
て
、
袁
葉
氏
は
主
人
公
の
遊
女
・
か
し
く
が
客
と
一

夜
を
共
に
し
た
場
面
に
置
か
れ
る
七
言
詩
が
、
白
話
小
說
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
か
し
く
が
奉
行
所
へ
連
れ
ら
れ
罪
を
問
わ
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れ
る
場
面
は
、
一
齋
の
『
小
說
粹
言
』
卷
五
（『
今
古
奇
觀
』
卷
二
十
九
「
懷
私
怨
狠

僕
吿
主
翁
」）
に
見
え
る
拷
問
の
場
面
と
ほ
と
ん
ど
同
樣
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る（

（2
（

。
更
に
川
上
陽
介
氏
は
、『
演
義
俠
妓
傳
』
冒
頭
の
入
話
が
『
十
二
樓
』

の
も
の
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
た（

（3
（

。

　
類
似
場
面
や
詩
の
借
用
は
、
今
囘
取
り
上
げ
た
作
品
と
共
通
す
る
手
法
で
あ
る
。

中
篇
の
『
演
義
俠
妓
傳
』
執
筆
に
は
よ
り
高
度
な
白
話
作
文
の
技
術
が
必
要
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
技
術
の
背
景
に
は
「
千
束
邑
」
に
見
ら
れ
た
よ
う

な
類
似
場
面
の
模
倣
に
始
ま
る
創
作
活
動
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　『
日
本
左
衞
門
傳
』
に
つ
い
て
は
田
中
則
雄
氏
の
硏
究
が
あ
る
。
田
中
氏
は
、

主
人
公
・
日
本
左
衞
門
の
描
寫
に
「
惡
業
を
な
す
者
に
對
し
た
と
き
、
そ
こ
に
何

ら
か
の
や
む
を
得
な
い
所
以
や
、
衟
義
的
な
意
味
合
い
を
見
出
そ
う
と
す
る
方
向

へ
は
思
考
せ
ず
、
惡
は
單
に
惡
と
し
た
上
で
、
却
っ
て
そ
こ
に
衟
義
の
束
縛
か
ら

解
放
さ
れ
た
精
神
の
自
由
を
見
て
取
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
意
識
」
が
見
え
る
と
述

べ
、
そ
の
意
識
が
初
期
讀
本
作
家
・
伊
丹
椿
園
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
ま
た
「
當
時
上
方
の
人
々
は
中
國
白
話
小
說
を
愛
讀
す
る
中
で
、
そ
こ

に
從
來
の
日
本
の
小
說
に
は
な
い
、〝
惡
〟
の
活
躍
の
描
寫
が
存
す
る
こ
と
に
氣

づ
い
て
い
た
」
と
述
べ
る（

（3
（

。

　
一
齋
に
よ
る
「〝
惡
〟
の
活
躍
の
描
寫
」
や
、『
白
話
文
集
』
に
そ
の
よ
う
な
描

寫
が
見
え
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
更
に
檢
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
た
だ
、
白
話
小
說
獨
特
の
人
物
描
寫
に
氣
づ
き
、『
日
本
左
衞
門
傳
』
に
取

り
入
れ
る
こ
と
の
出
來
た
要
因
の
一
つ
に
は
、
や
は
り
一
齋
が
白
話
小
說
の
模
倣

か
ら
創
作
を
始
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
見
た
「
千
束

邑
」
で
は
、
民
話
の
登
場
人
物
の
行
動
が
『
水
滸
傳
』
林
冲
の
行
動
に
重
ね
ら
れ

て
い
た
。
日
本
の
故
事
を
白
話
小
說
に
重
ね
る
と
い
う
文
藝
上
の
遊
戲
を
樂
し
ん

だ
一
面
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
同
樣
の
方
法
で
創
作
を
繰
り
﨤
す
中
で
、
白
話
小

說
ら
し
い
人
物
描
寫
を
習
得
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
創
作
白
話
小
說
は
白

話
小
說
を
鑑
賞
・
理
解
す
る
方
法
で
あ
り
、
白
話
小
說
と
日
本
文
學
の
媒
介
と
も

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
齋
自
身
は
讀
本
を
書
か
な
か
っ
た
が
、
讀
本

作
家
達
に
彼
の
創
作
が
影
响
し
た
可
能
性
も
檢
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
白
話

文
集
』
の
他
篇
や
、
他
の
作
品
も
倂
せ
て
檢
討
し
、
創
作
白
話
小
說
の
意
義
や
近

世
期
の
白
話
小
說
理
解
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。

※
本
稿
で
使
用
し
た
資
料
は
次
の
通
り
。
引
用
に
際
し
、
和
刻
本
に
付
さ
れ
て
い

る
訓
點
・
送
り
假
名
等
は
省
略
し
た
。
ま
た
讀
點
は
原
本
に
從
っ
た
。

・『
白
話
文
集
』

『
中
村
幸
彥
著
述
集
　
第
七
卷
』（
中
央
公
論
社
一
九
八
四
）
所
收
の
影
印

・『
水
滸
傳
』
第
十
囘
ま
で

『
李
卓
吾
先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
』（
享
保
十
三
／
一
七
二
八
年
、
林
九
兵
衞
刊
、
九

州
大
學
附
屬
圖
書
館
石
崎
文
庫
藏
本
〔
所
在
記
號
：
石
崎
文
庫
／923

―

リ
―2/1

―1/5

、

石
崎
文
庫
／923

―

リ
―2/1

―6/10

〕）

・『
水
滸
傳
』
第
十
一
囘
～
二
十
囘

『
李
卓
吾
先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
』（
寶
曆
九
／
一
七
五
九
年
、
林
九
兵
衞
・
林
權
兵

衞
刊
、
京
都
府
立
京
都
學
・
歷
彩
館
藏
本
〔
請
求
記
號
：
和
―844

―1‌

―3‌

、
和
―844

―1‌

―

4‌

〕）

・『
水
滸
傳
』
第
二
十
囘
以
降

『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』（
容
與
堂
刊
、
北
京
圖
書
館
藏
、
上
海
古
籍
出
版

社
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
）

・『
古
今
小
說
』

天
許
齋
刊
本
（
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
藏
、
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說
集
成
』



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
八
八

所
收
）

・『
警
世
通
言
』

金
陵
兼
善
堂
刊
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
）

・『
醒
世
恆
言
』

東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
雙
紅
堂
文
庫
藏
本
（
索
書
號
：
雙
紅
堂
―

小
說
―

32
）

・『
初
刻
拍
案
驚
奇
』

尙
友
堂
刊
本
（
日
光
山
輪
王
寺
慈
眼
堂
法
庫
藏
、
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說
集

成
』
所
收
）

・『
今
古
奇
觀
』

上
海
圖
書
館
藏
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
）

㊟（
1
）　
拙
稿
「
唐
話
學
と
白
話
小
說
：「
敎
材
」
か
ら
「
讀
み
物
」
へ
」（『
和
漢
比
較
文

學
』
第
六
五
集
／
和
漢
比
較
文
學
會
二
〇
二
〇
）、「
澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義

を
め
ぐ
っ
て
」（『
近
世
に
お
け
る
唐
話
學
の
展
開
』
第
二
部
第
二
章
／
汲
古
書
院
二

〇
二
四
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　
㊟
（
1
）
前
揭
拙
稿
「
澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て
」
に
て
檢
討

し
て
い
る
。

（
3
）　
宗
政
五
十
緖
「
松
峽
　
松
室
煕
載
年
譜
」
一
六
二
―
一
六
三
頁
（『
日
本
近
世
文

苑
の
硏
究
』
未
來
社
一
九
七
七
）。

（
4
）　
田
中
則
雄
「
水
滸
傳
と
白
話
小
說
家
た
ち
」
一
五
二
頁
（『
讀
本
論
考
』
第
二
部

第
二
章
／
汲
古
書
院
二
〇
一
九
）。

（
5
）　『
日
本
左
衞
門
傳
』
の
寫
本
は
現
在
五
本
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
は

「
奚
疑
齋
」
と
讀
め
る
印
が
あ
り
（
國
會
圖
書
館
藏
本
）、
一
齋
の
關
與
が
窺
わ
れ
る

（
田
中
則
雄
「
白
話
小
說
『
日
本
左
衞
門
傳
』
に
つ
い
て
：
論
考
と
飜
刻
」
／
『
島

大
國
文
』
第
二
七
卷
／
島
大
國
文
會
一
九
九
九
）。

（
6
）　『
演
義
俠
妓
傳
』
は
刊
本
だ
が
公
に
刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
冒
頭
に
一
齋
の

印
「
東
山
高
臥
」
が
見
え
る
。
關
西
大
學
總
合
圖
書
館
長
澤
文
庫
、
愛
媛
大
學
鈴
鹿

文
庫
、
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
倉
石
文
庫
に
現
存
が
確
認
さ
れ
る
（
袁
葉
「
俠

妓
か
し
く
―
近
世
日
本
の
白
話
短
篇
小
說
『
演
義
俠
妓
傳
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」

京
都
近
世
小
說
硏
究
會
平
成
二
十
九
年
年
四
⺼
例
會
發
表
資
料
）。

（
7
）　『
中
村
幸
彥
著
述
集
』
第
七
卷
第
二
章
七
六
―
七
九
頁
（
中
央
公
論
社
一
九
八
四
）。

（
8
）　
西
田
維
則
に
つ
い
て
は
『
國
書
人
名
辭
典
』（
岩
波
書
店
一
九
九
三
）、『
近
世
白

話
小
說
飜
譯
集
』
第
一
卷
（
汲
古
書
院
一
九
八
四
）
中
村
幸
彥
氏
の
解
題
に
據
る
。

（
9
）　
一
齋
が
伏
見
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
中
村
氏
は
二
篇
目
の
「
茶
式
」
も
一
齋

作
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
今
囘
は
小
說
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
に
㊟
目
し

た
い
。
ま
た
、
中
村
氏
は
「
茶
式
」
に
つ
い
て
「
こ
れ
の
み
は
普
通
の
漢
文
」
と
述

べ
ら
れ
た
が
、
白
話
語
彙
の
使
用
が
見
え
る
。
別
途
檢
討
の
機
會
を
得
た
い
。

（
10
）　『
三
和
町
史
　
上
卷
』
八
二
六
―
八
二
七
頁
（
三
和
町
史
編
さ
ん
委
員
會
編
一
九

九
五
）
に
「
口
頭
傳
承
」
の
一
つ
と
し
て
類
話
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　
寫
本
一
册
、
國
會
圖
書
館
藏
（
請
求
記
號
：
詩
文
―1491

）。
千
束
村
の
記
事
の

他
、
漢
詩
や
書
簡
、
陶
山
南
濤
の
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
に
寄
せ
た
序
文
等
が
記
さ
れ

る
。

（
12
）　
金
丸
邦
三
「
宋
代
小
說
話
本
の
形
式
に
つ
い
て
」（『
東
京
外
國
語
大
學
論
集
』
一

五
號
／
東
京
外
國
語
大
學
一
九
六
七
）
等
。

（
13
）　『
古
今
小
說
』
卷
二
十
八
に
「
天
㊒
不
測
風
雲
、
人
㊒
旦
夕
禍
福
」、『
水
滸
傳
』

第
二
十
六
囘
に
も
「
天
㊒
不
測
風
雲
、
人
㊒
暫
時
禍
福
」
と
よ
く
似
た
常
言
が
見
え
、

こ
れ
を
採
り
入
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
14
）　
新
井
貴
子
「
俵
藤
太
傳
說
と
蛇
體
信
仰
：
百
足
退
治
譚
を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
文
目

白
』
第
二
四
號
／
日
本
女
子
大
學
國
語
國
文
學
會
一
九
八
五
）。

（
15
）　「
時
」
は
原
本
で
は
「
δ
」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。『
白
話
文
集
』
の
筆



創
作
白
話
小
說
の
方
法

一
八
九

記
者
は
、
時
折
「
寺
」
を
「
之
」
や
「
乏
」
に
近
い
形
で
書
く
癖
が
あ
り
、
明
ら
か

に
「
詩
」
で
あ
る
べ
き
箇
所
「
後
人
㊒
詩
」
も
「
ε
」
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
こ
の
「
δ
」
も
「
時
」
の
意
で
書
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、「
發
時
」

と
解
し
た
。
或
い
は
「
貶
」
の
字
に
も
見
え
る
が
、「
發
貶
」「
貶
斃
」
の
語
は
白
話

小
說
や
そ
の
他
漢
籍
の
中
に
用
例
が
見
え
ず
、
意
味
が
通
り
に
く
い
。

（
16
）　
同
じ
話
は
「
三
言
二
拍
」
の
選
集
で
あ
る
『
今
古
奇
觀
』
卷
十
九
に
も
採
ら
れ
て

お
り
、
同
樣
の
呼
び
か
け
が
見
え
る
。

（
17
）　『
新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
　
太
平
記
②
』（
小
學
館
一
九
九
六
）
に
據
る
。

（
18
）　『
小
說
三
言
』（
ゆ
ま
に
書
房
一
九
七
六
）
所
收
の
影
印
に
よ
る
。
譯
は
筆
者
が
付

し
た
。

（
19
）　
池
上
洵
一
校
㊟
『
三
國
傳
記
』
補
㊟
三
六
八
頁
（
三
彌
井
書
店
一
九
八
七
）
に
據

る
。

（
20
）　
國
立
國
會
圖
書
館
藏
本
（
請
求
記
號
：
京
―
56
）
に
據
る
。
ま
た
飜
刻
は
金
櫻
堂

刊
本
（
一
八
九
一
）
を
一
部
參
照
し
た
。

（
21
）　
白
駒
が
底
本
に
し
た
と
思
わ
れ
る
二
十
四
卷
本
『
醒
世
恆
言
』
で
は
卷
三
に
收
錄

さ
れ
る
。『
小
說
精
言
』
の
底
本
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
小
說
精
言
』『
小
說
奇
言
』

の
底
本
に
つ
い
て
」（
㊟
（
2
）
前
揭
書
第
三
部
第
一
章
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）　
呂
大
郞
の
話
は
『
今
古
奇
觀
』
卷
三
十
一
に
も
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
尾
形
仂
氏

（「
解
說
」
／
『
岡
白
駒
・
澤
田
一
齋
施
訓
小
說
三
言
』
所
收
／
ゆ
ま
に
書
房
一
九
七

六
）、
大
塚
秀
髙
氏
・
王
佳
氏
（「『
小
說
粹
言
』
の
依
據
し
た
白
話
短
篇
小
說
集
―

不
匱
堂
本
『
今
古
奇
觀
』
と
『
小
說
選
言
』」
／
『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第
一
八

號
／
中
國
古
典
小
說
硏
究
會
二
〇
一
四
）
は
、『
小
說
粹
言
』
が
直
接
據
っ
た
の
は

『
今
古
奇
觀
』
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
本
文
に
引
用
し
た
箇
所
に
大
き
な
異
同
は
な
い
。

（
23
）　
㊟
（
7
）
前
揭
書
七
七
―
七
八
頁
。
氏
は
「『
世
間
妾
形
氣
』
卷
一
の
四
」
と
す

る
が
、
誤
り
か
。

（
24
）　
森
田
雅
也
「『
落
合
物
語
』
と
『
白
話
文
集
』」（『
江
戶
文
學
』
第
二
三
號
／
ぺ
り

か
ん
社
二
〇
〇
一
）。

（
25
）　
三
作
品
と
も
狐
と
騙
し
に
關
す
る
物
語
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
最
も
「
祈
福
漢
」

に
近
い
の
は
、「
狐
の
ふ
り
を
し
た
人
間
が
人
間
を
欺
き
、
金
を
騙
し
取
る
」
と
い

う
筋
を
持
つ
『
落
合
物
語
』
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
祈
福
漢
」
で
は
騙
さ
れ
る
の

が
放
蕩
な
男
で
あ
る
の
に
對
し
、『
落
合
物
語
』
で
は
病
に
か
か
っ
た
娘
の
囘
復
を

祈
る
父
親
と
な
っ
て
い
る
。
娘
は
結
局
死
ん
で
し
ま
い
、「
世
に
か
た
ま
し
き
は
か

り
ご
と
は
多
か
れ
ど
、
か
ゝ
る
例
し
は
未
だ
聞
か
ず
」「
ま
こ
と
に
め
づ
ら
し
く
、

且
お
そ
る
べ
き
は
か
り
ご
と
な
ら
ず
や
」
と
結
ば
れ
る
。
男
が
京
の
笑
い
者
と
な
っ

て
終
わ
る
「
祈
福
漢
」
と
は
趣
が
異
な
る
と
言
え
る
（『
落
合
物
語
』
は
『
荷
田
全

集
』
第
七
卷
六
一
九
―
六
二
三
頁
〔
吉
川
弘
文
館
一
九
三
一
〕
に
據
る
）。

（
26
）　
夜
鷹
な
ど
の
街
娼
が
頭
に
被
る
手
ぬ
ぐ
い
を
指
す
か
。

（
27
）　『
今
古
奇
觀
』
卷
三
十
三
に
「
唐
解
元
玩
世
出
奇
」
の
題
で
收
錄
さ
れ
て
お
り
、

引
用
部
分
に
大
き
な
異
同
は
見
え
な
い
。
白
駒
の
『
小
說
奇
言
』
卷
一
は
『
今
古
奇

觀
』
に
基
づ
き
、
こ
の
篇
を
收
錄
す
る
。

（
28
）　
蔴
生
磯
次
『
江
戶
文
學
と
支
那
文
學
』
第
二
章
二
（
ニ
）「
趣
向
の
脫
化
」（
三
省

堂
一
九
四
六
）。

（
29
）　
袁
葉
「
妖
婦
か
し
く
―
俗
語
小
說
と
し
て
の
『
演
義
俠
妓
傳
』
―
」（
京
都

近
世
小
說
硏
究
會
平
成
三
十
年
二
⺼
例
會
發
表
資
料
）
に
よ
る
。

（
30
）　
川
上
陽
介
「『
小
說
字
彙
』「
援
引
書
目
」
に
見
え
る
中
國
白
話
文
學
作
品
に
つ
い

て
―
『
覺
世
名
言
』『
春
燈
閙
』『
燈
⺼
緣
』
ほ
か
」（『
江
戶
文
學
』
第
三
八
號
／

ぺ
り
か
ん
社
二
〇
〇
八
）。

（
31
）　
田
中
則
雄
「
白
話
小
說
『
日
本
左
衞
門
傳
』
に
つ
い
て
―
論
考
と
飜
刻
―
」（『
島

大
國
文
』
第
二
七
卷
／
島
大
國
文
會
一
九
九
九
）。
ま
た
㊟
（
4
）
前
揭
論
考
で
は

『
演
義
俠
妓
傳
』
に
お
い
て
も
同
樣
の
意
識
が
見
え
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。


